
社会的インターンシップ構想－そだちば－ 

地域社会における中・長期インターンシップ受け入れ事業 

当事業は2013・14・15年度ＪＴ「ＮＰＯ助成事業」、ＮＰＯ法人ねおす共育ファンドの支援を受けて実施しております。 



「自分のやりたいこと」と 
「地域でできること」をつなげて 

考えられる若者を増やしたい。 

「そだちば」のおもい  

若者を地域とつなぎ、地域で若者
の力を生かすことができる元気な 

地域が増えてほしい。 



札幌まるやま 
自然学校 

黒松内・ぶなの森自然学校 

いぶり自然学校 

大雪山自然学校 

ＮＰＯ法人 
ねおす本部  

稚内市・カヤニファーム 
中頓別町・そうや自然学校 
三笠市・渡辺農場 
美唄市・市役所 グリーンツーリズム担当 
新篠津村・オーガニック新篠津 
登別市ネイチャーセンターふぉれすと鉱山 
寿都町・観光協会 
黒松内町・役場 グリーンツーリズム担当 
せたな町・観光協会 
松前町・観光協会 
大樹町・南十勝長期宿泊体験推進協議会 
弟子屈町・ツーリズムてしかが 
川湯エコミュージアムセンター 
NPO法人 大沼駒ヶ岳ふるさとづくりセンター 
三陸ひとつなぎ自然学校 

LLCのこたべ 
LLC北海道ふるさとづくりセンター 
加藤京子木育研究室 
ウッディハウスデザイン 

ねおすは地域活動を展開する自然学校コミュニティの集団  

「黒松内町・地域支援プロジェクト」 

「大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト」 

「協働型自然体験活動活用プロジェクト」 

「北海道子どもキャンプ推進 
プロジェクト」 



「そだちば」ってどういうこと？ 

地域社会における中・長期インターンシップの機会創出 

若者 
社会的スキルの向上や経験を積み
たい、社会貢献したいと思っても、
住んでいる地域で地域づくりに関
われる人・機会が少ない。 

地域 
将来の担い手づくりや新しいアイデ
ア創出のためにも、学生・若者に来
てほしいが、地域の活動に若者を受
け入れられる人・土壌がない。 

若者 
自分の居場所（仕事と暮らし）を
自分で創れる人になれる。 

地域 
若者と触れ合うことで学び合う姿勢
と態度が生まれる。若者の意見やア
イデアを柔軟に取り入れられる地域
＝活性化 

若者の育成と地域が育つことが 
同時に行える。 



地域社会における中・長期インターンシップ 

「黒松内町・地域支援プロジェクト」 
～高齢・少子化の過疎地域支援のモデル化を目指す～ 

 
・活動地域：黒松内町 黒松内ぶなの森自然学校 
・活動内容：地域の直売所や地域活動や日常生活支援。 
      地域の農家さんのお手伝い。 
      黒松内ぶなの森自然学校運営業務。 
・活動時期：月に1,2度（1泊2日～） 
・参加者延べ人数：517名（2013年）、809名（2014年） 

参加した若者の声 

「地域の活性化のために様々な工夫・活動をされている方がたくさ
んいることを知ることができた。色々な人の話を伺うことができ社会
勉強になった。」 
「活動を通して人々の交流の場の大切さを感じることができた。」 

「今まで、携帯電話やインターネットに囲まれる生活でないと生きて
いけないと思っていたが、人と人とのコミュニケーションで時間が過
ごせることを実感した。」 

受入地域側の声 

「地域との交流を作ることで、都会からの参加者により深い体験と気
づきを提供することができると感じた。」 

「元気いちば（地域の直売所）において、都会の若者と地域住人の交
流が定着しつつあり、地域住民にとって楽しみの場になっている。」 



地域社会における中・長期インターンシップ 

「大雪山国立公園旭岳自然保護プロジェクト」 
～利用者による国立公園の管理を目指す～ 

 
・活動地域：東川町 大雪山自然学校 
・活動内容：登山道の整備・清掃・情報発信。 
      大雪山自然学校運営業務 
・活動時期：6月～10月（月1度、2泊3日程度） 
・参加者延べ人数：83名（2013年）、153名（2014年） 

参加した若者の声 

「登山道清掃を通して、自然の素晴らしさと登山の大変さや危険性
を感じた。」 

「環境保全と利用者としての利便性とのバランスについて考えさせら
れた。」 
「3分間レクチャーをすることで、季節感に合わせて説明する難しさを

体感すると同時に、人に伝えるという意識を持って散策路内の巡視
をしなければいけないと気づかされた。」 

受入地域側の声 

「旭岳自然保護監視員の一員としての役割を持って活動することで、
自然の素晴らしさの発見だけではなく、自然環境の利用の仕組みや
環境保全の意味などへの興味関心を引き出す結果となり、環境保全
活動を担う人材の育成につなげることができた。」 



地域社会における中・長期インターンシップ 

「協働型自然体験活動活用プロジェクト」 
～幼稚園林、企業林、病院林での自然体験活動普及を目指す～ 

 
・活動地域：苫小牧市 いぶり自然学校 
・活動内容：企業所有林の森づくり活動、医療機関や 
      幼稚園林での自然体験活動。 
      いぶり自然学校運営業務 
・活動時期：月に３,４度（日帰り～） 
・参加者延べ人数：25名（2013年）、103名（2014年） 

参加した若者の声 

「子ども達の思いに寄り添い、プログラムを提供し過ごすことで子ど
も達との距離が近くなり、子どもたちだけではなく、その保護者とも
信頼関係を構築することができた。」 

「機械を使わないエコである馬搬に触れてこれから再び普及して、
馬搬を多くの方に体験してもらい、環境や林業、馬搬について考え
る機会が多くなればいいなと思いました。」 

受入地域側の声 

「長期的に活動に関わってもらうことで、各々の子どもの性格を理解
したプログラムの提供や声掛けをしてくれていた。子ども達との信頼
関係を深めるとともに子どもたちの様子について報告してくれるなど、
保護者とのコミュニケーションの機会が増えていった。」 

「立ち枯れた木の危険性、学校林の近隣住宅への課題、薪割りや馬
そりの安全管理を体験的に学べ、大学生や社会人にとって自然体験
活動や社会課題の学びの場となった。」 



地域社会における中・長期インターンシップ 

「北海道子どもキャンプ推進プロジェクト」 
～次世代を担う子どもたちの自然体験活動普及を目指す～ 

 
・活動地域：黒松内町、東川町、苫小牧市、札幌市、七飯町 
・活動内容：各自然学校の自然体験プログラムの運営業務、研修 
      ・札幌まるやま自然学校「ここいく（放課後自然体験活動）」 

           ・大沼ふるさとの森自然学校「ふくしまキッズ大沼コース」 
           ・大雪山自然学校「イエティくらぶ」 
           ・いぶり自然学校「イエティくらぶ」 
 

・活動時期：通年 月に５,6度 （日帰り～） 
・参加者延べ人数：３23名（2013年）、５79名（2014年） 

参加した若者の声 

「実の差に多く圧倒されていました。自分は特に先をイメージすると
いうことが足りていなくて、毎回その時になってから、これはどうしよ
うか、これはどうしたらいいかと、いくつも考えが足りていなかった。
事前八割の意味を身を持って体験しました。」 

「普段から継続的に自然体験活動の場に入り、さまざまなことを学び、
自然体験活動を提供する側の人間の一人になりたいと思った。」 

受入地域側の声 

「様々な個々の興味関心や関わり具合などのニーズに応えるために、
個別にカウンセリングを行い。責任ある役割を与えるようにして、主体
性を育む機会を設けている。」 

「プログラム実施日の受け入れだけではなく、事前準備や事前研修、
事後の振り返りも行うなど研修プログラムにＰＤＣＡサイクルを取り入
れ、参加者にとって学びが深まるようにしている。」 



 

①地域に移住し、就職をした大学生が現れた。 
長期的なインターンシップ（最長で延べ100日以上）を通じて、地域で関
係性をつくる力や体験活動を企画し・実行できる力をつけた。その力を生
かし、地域での人や自然などに魅力的な資源を活用した体験活動を行う仕
事についた。 主な就職地域は黒松内町、栗山町、大樹町など。 

 
 
②活動がトレーニングの場、若者たちのスキルを 
発揮できる場となる。 
様々な活動に関わり、様々な役割を経験し、スキルを持った若者は、体験
活動の運営側の役割に挑戦できる機会がある。 

そだちばってなにがいいの？ その1 



 

①活動依頼する地域が増え、新しい活動が生まれて
いる。 
そだちばの活動認知度が地域内外で高まり、「これをやってもらえない
か」、「こういうことをしたいと思っている」、「若者と何か新しいこと
を始めたい」などの活動依頼をする地域住民や自治体が増えている。 

 
②継続的に活動の受入を行う協力者が増え、多様な
ひとが集まる場になる。 
様々な役割を経験し、スキルを持った地域住民が活動に関わることで、多
様なひととつながることやコミュニケーションができる場となる。 

そだちばってなにがいいの？ その２ 



 

コンセプト 

 身近なことから、就職や仕事のこと、社会問題や世界平和まで、ふらっと集まって、Flat
な関係で世代間、異なる職業、立場の人とも話をしようという「気楽な」集まり 
 

いつから：2014年12月～、月に一度開催 
各回のテーマ：第一・二回「あわてず焦らず天職を探す方法」ネオス風仕事の仕方 
          第三回「まちづくりのお話」  
          第四回「ねおすの活動に関わるわけ」 
          第五回「上海＆大理アワー」 
          第六回「自然体験活動＋アルファ（障がい者、認知症、森づくり）」 
          第七回「しなやかに生きる」 

どんなひとが来ているの：子どもの秘密基地を卒論のテーマにしている学生さん、札幌市内の大学で地域デザインのことを教
えていらっしゃる方、児童デイケアで野外で活動を展開しようとしている方々、大学院で観光をテーマに学んでいる学生さん。田舎と大
学生をつなぐパイプをたくさんつくろうとしている大学生起業家、旅行の広報や企画が仕事でゲストハウスが好きな社会人、ワーホリ
でカナダに行っていた女性の方、地域おこし協力隊などＮＰＯに関心のある学生、森林関係建設のプロ 

参加費：500円（学生）、1,000円（社会人） 

 ※参加費は全額、ＮＰＯ法人ねおす共育ファンドに寄付される。 

飲  食：持ち寄り（アルコールもOK） 
定  員：８名程度 ※ふらっと来て、ふらっと帰れる。 
場  所：ねおす事務所  
        〒060-0063 札幌市中央区南3 条西17 丁目291-227 すずかけビル3Ｆ 

ふらっとカフェ ～各プロジェクトと人の橋渡し～  



社会的スキルの向上や経験を積みたい、社会貢献したい 

そだちば フローチャート 

あなたのニーズ・・・・ 

まずはＮＰＯ法人ねおすに相談 

あなたの状況・・・・ 連携団体からの参加 大学の実習 個人 

面談 

活動 

１．問い合わせ ２．履歴書送付  
３．面談日調整 

１．希望に合わせて、活動検討 
２．保険加入 

・NPO法人ＮＩＣＥ 
 →黒松内夏長期キャンプ  
・（社）日本環境教育フォーラム 
 →黒松内研修生 
・北大学生サークルいなかっぺ 
 →黒松内 
・どさんこＮＩＣＥ 
 →黒松内ワークキャンプ 
・NPO法人ezorock 
 →旭岳、いぶり自然学校、 
  ふくしまキッズ 
・旭川大学学生サークル 
 →大雪山自然学校 
・北大ボランティア相談室 
 →黒松内 

・北星学園大学 
 →イエティくらぶ（黒松内校、札幌校） 
・北海道芸術デザイン専門学校 
 →ここいく（札幌校） 
・北海道教育大学旭川校 
 →イエティくらぶ（大雪山） 
・旭川大学 
 →イエティくらぶ（大雪山） 
・台湾実践大学 
 →黒松内夏長期キャンプ 
・新竹教育大学 
 →黒松内夏長期キャンプ 

〒060-0063 札幌市中央区南3 条西17 丁目291-227 すずかけビル3Ｆ 

TEL 011-615-3923 FAX 011-615-3914  e-mail  npo@neos.gr.jp  URL   http://www.neos.gr.jp 

お問い合わせは 
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